y^saie Diocoiniect 

SD/CD3 ンポ DCP-300BK 

取扱説明書 


このたびは本製品をお買い上げいただ 
き、まことにありカリ;ラございます。 

本»には重要なを意事項や岩品のお取 
り巧い方法が記載されています。 
かずよくお読みのうえ裝品を正しくま全 
にお巧いください。お読みになったおとは 
大切に巧管してください。 




拓載の巧在および仕样は巧良のため子吿なくま史するこヒカ化ります， 

X本書巧客を焦 R で宙写、ち g しないでください， 

X本書巧容については、巧巧チちなしにまちされる場合がちります。 

X 本書の EK の巧りなどについての補度はこ容なください， 

当社では常にな里の巧 g を行なっており、お客«のお風上げ時巧によっても同一 sa の中にち多ルちがまじる場るがありますが. 
ご了穿:ください， 
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お使いになる前にぶ、ずお読みください。 


はじめに 

この取あ説巧*は、本裝品の基本的な操作の化ちを説巧しています。 

セット内容 

本製品パッケージ巧には下記のセット内容がままれます。お確力、めください。 


ロロ 



⑤保証書 ⑥取扱說巧書(本*) 


は)イラストヒ ； B の Sffl おががを干おる場合力:あります， 
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まを上の注意 


おをいになる前に必ずお読みくださし、。 


I ご巧巧の前にこの r ま全上のごを意 J をよくお読みのうえ、正しくお巧いください。 

にこに示したをき事項は、安全に関する重大な巧容を記我していますので必ず巧ってください。 
银示とち巧は巧のようになっています。 


I 表示の説巧 


_を—巧_ 

A 警告 


表示の意巧 


取扱いを誤った場合、巧用者が死亡または重傷が 1) を負うことが想定 
されることを示しまず。 


A ミ主意 


取扱いを誤った場合、巧用者が巧害が2)を負うことが想定されるか、 
または物的損害が 3) の発生が想定されることを示しまず。 


xi : i ： g とは、失明やけが、やけど (» 里•但 a ). 居#巧,や31などで,後*巧がまるものおよびお■に入民期の a 屏《要する 
をのをさします. 

x 2:« 舌と此治療に入巧や：*巧の a 民を妄さないけが•やけど•さ爾などをさしまず， 

X 3: 巧的撰害とは.ホ是•家財および家 S •ベット寒にかかわる &*：#« をさします。 

■ 図記号の阿 


図記号 

図記号の意味 

0 

0は、禁止（してはいけないこと)を示します。 

具が的な禁止内容は、図記号の中や巧くにおや文きで示します。 

〇 

〇は、指示する行為の強制(必ずすること)を示します。 

具体的な禁止巧容は、図記号の中や近くにおや: S ： 章で示します。 

A 

A は、を意 (* 告を含む)を示しまず 
具体的な禁止内容は、図記号の中や近くにおや义章で示しまず。 


異常や故巧のとき 


险餐告] 


煙が出たり、変なにおいがしたりするときは、すぐに電源プラグをコンセントから巧くこと。 
そのまま巧巧すると、义災•雇ちの原因となりまず。 


を 

■驗ブ 


内部に水や是物が入ったら、ずぐに否巧プラグをコンセントから巧くこと。 
そのまま巧巧すると、火災•感巧の原因となります。 


を 

墻!グ 


落としたり、キャビネットをお損したときは、すぐに否源プラグをコンセントから抜くこと C 
そのまま巧巧すると、义災•感ちの原因となりまた 


C 

■器ミブ 


覃巧コードカ冷んだり、至'思プラグが異常にをくなった場合献すぐに 巧 源を切り、 
電源プラグが冷えたのをお認してコンセントから巧くこと。 

そのまま巧巧すると、火災•感電の原因となります。 


*li< 


上記の Fp 3 垣等が発をした場合は、 S 巧プラグを巧いたを、サポートセンタ 
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’一 にご连控くださし、。 
























まを上の注意 


おちいになる前に必ずお読みください。 


設宙されるとき 1 造^ち告 1 

屋みや風呂、 シャつ一をなと、 水の力、かる恐れのちる場所には a 力、ないこと 
火災 • 感宅の原因となります。 

獲) 



里ミ原プラグは家庭巧交流 10 0V のコンセントに疫病すること。 

交流の 0V なみを使用する t 义災•感電の原因となります。 

〇 

巧 巧 

ぐらつく台の上や傾いた巧など、不巧定な場所やお巧のある場巧に置力、ないこと。 
本援が落ちて、け力 < の原因となります。 

0 

巧 止 

本畏品の上に物を S 力、ないこと。 

金属煩や、なびん•コッブ•化巧品などの液体が入った場合、义災•感電の原因となりま 

す。重いものなどが置かれてミ下した場合、けがの原因となります。 上^止 


ご使用になるとき iA 巧告1 

修理•巧造•分解をしないこと。 

火災•感電の原因となりまず。 

点検•調整•修理はサポート七ンターにご依精ください。 

分 ne 巧止 

ディスクトしイなどに異物を入れないこと。 

金属類やおなどのなえやすい物が内部に入った場合、义災•感ちの原因となりまず。 1 V 

特にお子様のいるごを庭ではごを意ください。 が 

雷が鳴りだしたら、本巧におれないこと。 

感電の原因となりまず。 

(D 

餐齡化 

否源コードは 

•窝つけたり、延長するなど加工したり、加おしたりしないこと。 

-引っ張ったり、重いものを載せたり、はさんだりしないこと。 

•お埋に巧げたり、ねじったり、束ねたりしないこと。 

义災•感ちの原因となります。 

§ 

• SD メモリーカードは乳巧巧の手の届くところに S かないこと。 

誤っておみ込む恐れがちります。 

•万一、巧み込んだと思われるときは、すぐに医師にご相談下さい。 

§ 


お手入れについて 


電源プラグの巧や刃の取り付け面にゴミやほこり力、’付着している場合は、を源プラグを 
巧きゴミやほこりをとること。 

電源プラグの洽塚抵下により、恵をの原因となります。 


〇 

活示 













まを上の注意 


お巧いになる前に必ずお読みくださし、。 


設置されるとき 1逆 W ま意1 

温度の高い場巧に置かないこと。 

直が日光の当たる場所•締め切った自動車内•ストーブのそばなどに置くと、火災•感巧 
の原因となりことがち口ます。また、巧損、その他部品の劣化やな損の原因となることが 
あります。 

§ 

湿気•油煙•ほこりの多い場前こ a かないこと。 

加ミ显器•調理台のそばや、ほこりの多し、場所などに S く已义災•感否の原因となること 
があ。ます。 

每 

風通しの悪い場巧に■かないこと。 

巧部温度が上昇し、义おの原因となることがあります。 


.壁に巧しつけないでください。 

•押し入れや本箱など風通しの幕い場所に押し达まないでください。 

•テーブルクロス•力ーテンなどを掛けたりしないでください。 

•じゆうたんやふとんの上に置かないでください。 

•巧巧け•横倒し•逆さまにしないでください。 
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移動させる場合は、電源フラグ‘スビーカーケーカレ•外部との接病コードを外すこと。 

巧 おプラグを巧かずにまぶと、 巧 おコードがなつき义災•感ちの原因となることや、接続 
コードなどを外さずに運ぶと、本巧がを倒し、けがの原因となることがあります。 

〇 


ご使刷こなるとき IA ミ主意1 

巧 源プラグを巧くときは、 宅 おコードを引っ張って巧かないこと。 

否 源コードを引っ張ってちくと、 巧 巧コードや S あフラグが 巧 つき、义災•感 ミの 原因と 
なります。 巧 巧プラグを持って巧いてください。 

0 

弓1っ袋〇森止 

めれた手で 巧 おプラグを巧き差ししないこと。 

感 ちの 原因となりまず。 

(§) 

めれ手 巧 止 

旅行などで長期間ご使用にならないときは、巧全のため呈おプラグをコンセントから巧 
<こと C 

巧一巧障したとき、义災の原因となること力部ります。 

运 

您 r 

ディスクトレイに、手を入れないこと。 

指をはさみ、けがの原因となることがおります。 

特にお子様のいるご家庭ではごを意ください。 

§ 


ひび割れ、をお、または接着剤などで補疹したディスクは巧南しないこと。 
ディスクは本磯内で青速回ちしますので、巧び設ってけがやは摩の原因となります。 


0 











まを上の注意 


お使いになる前にぶ、ずお読みくださし、。 


ご使用になるとき 


A 鶴 


電源を入れる前には音至を最ルにすること。 

また、接病してし、るアンプなどの音量ををかにしておいてください。巧な大きな音が出て 
聴覚障害などの原因となることがあります。 

長時間音が歪んだが態で巧わないでください。 

アンススピーカー等が発熱し、义災の原因となることがあります。 

音里を上げすぎないようにごを意ください。大きな音■で長時間続けて巧くと、聴力に 
おいを巧をちえることがありまず。 


0 


ヘッドフォン•イヤフォンを使用する場合は、音*を上げすぎないようにごを意ください。 

大きな音まで長時お続けて聞くと、巧力に悪いを S をちえることがおりまず。 

リモコンに巧巧しているちおは 

■極せ！: (+) と (一)) を間きえて挿入しないこと。 

•巧電•加熟•分篇•シヨートさせたり、义の中に入れたりしないこと。 

•空池にま示されている惟用推揖巧聞を過ぎたり、巧い切った否池はリモコンに入れ 
たままにしておかないこと。 

0 

ち 止 

これらを守らない t 巧もれ•巧裂などにより、やけど•けがの原因となることがあります。 
もし、液が巧 巧 や巧澡についたときは、すぐにきれいな水で巧い流してください。 

巧が目に入ったときは、すぐにきれいな水でホい、区卸の治療をうけてください。 

哉具に付着した場合は、あに直接巧れなし、で拭き取ってください。 

電源コードやスピーカーコードを巧つけたり、ねじったり、引っ張ったり、過熱したりしな 
いこと。 

义災•感巧の原因になることがあります。 

0 

m± 

本展品の上に重量巧をおせたり、本来の目的なみに巧巧しないこと。 

けがや故居の原因になります。 

傾いたところや狭い場所など不巧定な場前こは a かないでください。 

けカホホ障の原因になります。 

§ 

ほかのエレクトロニクス機器に巧接して設 a した場合、お互いに悪を番を及ぼすことが 
あります。特に近くにほかのテレビやラジオなどがある場合、巧音が入ることがあります。 
その場合は巧のよラにしてください。 

•ほかのテしビやラジオなどからできるだけ巧す 
•ほかのテレビやラジオなどのアンテナの向きを変える 
•コンセントを別にする 

〇 

ケーカレは足などに引っかからないように配をすること。また上に重 里 物を巧せないこ 
ヒ。熟器具のそぱにお涼しないこと。 

足に引っかける t け力{や接続巧器の故障の原因になります。また、ケーカレ被覆が破 
れ、接続措器などの巧障の原因になります。 

§ 











使用上のお願い 


お使いになる前に必ずお読みください。 


参守ってください 

■ネ裝品を巧用できるのは曰本国巧のみです。 
外国では電源蛋圧などが異なりますのでご 
巧用になれません。 

■屋外では使用しないでください。巧障の原因 
になります。 


• 取扱いに関ずること 

■引っ越しなどで、遠くへ運ぶときは、 巧 力りか 
ないよラに毛がなどでくるんでください。 

■援虫剤や揮発性のものをかけたりしないでく 
ださい。また、ゴムやビニールお品などを長時 
間接巧させないで < ださい。を色したり、塗装 
力化げたりするなどの原因となりまず。 

■長時間ご巧用になっていると本体が多み熱< 
なりますが、巧障ではありません。 

■ま段巧用しないときはあ、ずディスクを取り出 
し、ま源を切っておいてください。 

■長時間巧巧しないときはおおにま障をきた 
ず場合がありますので、時々巧源を入れて、 
使用してください。 


• お手入れに関ずること 

■お手入れの際は必ずち源プラグをコンセント 
からをいてください。 

■本体のよごれは柔らかい布で軽く巧き取って 
ください。 

■よごれがひどいときは、水でうすめた中性洗 
剤をひたしてよく絞った布で巧き取り、その 
を乾いた布で仕上げてください。洗剤のスプ 
し一を本製品に直接巧きかけるのはおやめく 
ださい。ベンジン、シンナーはお巧に巧巧しな 
いでください。 

■化ぎそうきんをご巧巧の晩よ、そのを意書に 
したがってください。 


• 設置場所について 

■本畏品はか平な場巧に設置してください。ぐ 
らつく台の上やないた巧など、すを定な場巧 
で巧わないでください。ディスクがかれるな 
どして、巧障の原因となりまず。 

■ペットのいる部屋での使用は桂力さけてくだ 
さし、。ペットがコードをかじったり、本体を倒 
したりして、事巧や火災を起こすを険があり 
ます。ベットと一指の部屋でのご巧巧は、よ< 
監視をしな力{らお巧いください。 


• 結露(房付き）について 

結泌まディスクや本殺品をみめます。よくお読 

み<ださい e 

-■‘結泻•はこんなときにおきます- 

■ネ裝品をきいところから、急に暖かいところ 
に移巧したとき。 

■暖房を始めたばかりの部屋や、エアコンなど 
冷風が直接あたる場所で巧用したとき。 

■夏季に、冷房のきしけ;:部屋•車内などから急 
に温度 • 湿度の高いところに移助して巧巧し 
たとき。 

■湯気が立ちこめるなど、湿気のをい部屋で巧 
巧したとま。 

結画がおきそうなときは、本製品をすぐにご使 

用にならないでください。 

※結巧がおきたがおで本製品をお使いになり 
まずと、ディスクや部品を傷めることがありま 
す。ディスクを取り出し、本裝品のち想プラグ 
をごま庭のコンセントに接続しまおを入れて 
おくと、本愛品力 <あたたまり、2〜3時間で水 
滴をとります。または、コンセントに接続して 
おくと■結ま(霞がき)•力{生じにくくなります。 
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ディスクの取扱い 


参再生できるディスクについて 


再生できるディスクの種須 


巿販の音楽 CD 

CD-DA フオーマットにフアイナライズした 

CD-R/CD-RW 

MP3 ファイルを記録した CD-R/CD-RW 


■上記が巧のディスクは再生できません。音楽 
用 CD、CD-R/RW でも、おを外のディスク 
や、巧やちれ、記銭巧おや記録樣器、記録ソ 
フトの特性等により、巧生できないことがあり 
ます。 

■すべての記録を了時に終了情巧を記録する 
ファイナライズ化理を正しくしていない 
CD-DA フォーマツ トの CD-R/CD-RW は、再 
生できません。 

■円おなかの特巧な形がけード型等)のディ 
スク、おやシールの貼られたディスクは再生 
できません。 

■複裝お!おお能（コピーコントロール機能）の 
ついた音楽 CD の中には、正まな CD お巧に 
合をしないものがあります。それらは特巧な 
ディスクのため、本裝品で再生できない場合 
力、’あります。 

■パソコン巧のデータ CD-ROM など音ま巧で 
はないディスクは使巧しないでください。異 
音の発生などスビーカー、アンプの巧障の原 
因となります。 

■バケツトライト方式や UDF(Universal Disc 
Format) ち式で記銭されたディスクは再生 
できません。 

■同一のディスクに音楽 CD に D-DA フォー 
マット)と MP3 ファイルを書き込む t 正しく 
再生されません。 


参ディスクの巧管の仕方 

■直射日光の当たる場所や、湿度の离い場巧に 
は巧管しないでください。 

■お室や加湿器のそばなど、湿気やほこりのを 
い場所には巧管しなし、でください。 

■ディスクはを、ず専巧のケースに入れて巧管し 
てください。き巧ケースに入れずに重ねた口、 
立てかけたりするとを形ずる原因となります。 


• レンタル CD について 

■CD にセロ八ン テー プやレンタル CD のラベル 
などののりがはみ出したり、剥がしたちとがあ 
るちの 、また節り用のシールを貼ったものはお 
巧いにならないでください。 CD が巧り出せな 
くなったり、巧障の原因となることがあります。 


• ディスクの取り巧い方 

■ディスクについた指紋やほこりなどのよごれ 
は、画をの乱れや音質想下の原因となりま 
す。柔ら力、いがで、ディスクの中むから外側に 
向かって轻く巧き巧り、し、つもきれいにしてお 
いてください。 

■よごれがひどいときは、水でかし湿らせた柔 
らかい巧で軽く拭き巧り、乾いた巧で化上げ 
てください。 

■ディスクに紙やシールを貼らないでください。 

■シンナーやペンジン、アナログ式レコード専 
巧のクリ ーナー 、静巧防止剤などはを対に巧 
用しないで < ださい。ディスクを痛める原因と 
なります。 

■お筆やポールペンなどで字を害かないでくだ 
さい。 

■巧つき防止巧のフ□テクターなどは巧わない 
でください。 

■巧生面には手を巧 
れないでください。 
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を SB 名 iUi 


本体 




① 




① スビーカー(をを） 

を) LED デイスプレイ 

®DB 巨 S し巨 D ライ h 

スーパーバスく DBBS) 巧館がオンの時に点なします。 

@リモコン受光が 

感 USB ポート 

則巧の US 目イモリと USB 毎なしまず。 

©カードスロット 

另リ巧の SD 力ードを 巧 入しまず。 

な) VOLUME つまみ 

音»の 巧 節を行います。 

漫) 巨 ACK ポタン 

再生巧の a 巧をする*に巧います。押すごとに1巧前の 
曲に寅ります。 

®PLAY/PAUSE ボタン 

离を/一時 巧 止する巧に ffi いまず。 

⑩ NEXT ボタン 

再生曲の ま 巧をずる热こ巧いまず。押ずごとに1巧をの 
曲に進みまず。 

⑩ F0LDER/SK1P 牛 10 ボタン 

き生曲のち巧をずる房には、巧すごとに10曲をの曲に 
進みまず。フォルダのおるメディアでのちを中は、 ft 巧 
し(巧2巧巧)することにより、次のフォルダの1き目の巧 
に進みます。 


⑩ STOP/MEDIA SELECT ボタン 

再を中に巧ずと曲を巧止します。ち巧し(約2か巧)ずる 
ことにより、メディアのち巧を巧えます。 

® PROGRAM/PLAY MODE ポタン 

巧を中に巧すとリビート(提りちし再を)の餐巧をさ巧 
できます•巧止中はブログラム再を巧のポタンになりま 
す。辞巧は1がをこ S ください。 

© TUNING つまみ 

ラジオの巧を巧の■面をします。 

© FUNCTION スイツチ 

[ AUX 1 ( RADIO ] に D / MP 3/ U $ 目/ SD ] に F 鬥 
AUX 入カモード 、 RAD にモード、 CD / MP 3/ USB/SD 
モードの切さえを巧います。0巧にすると本なの g 巧 
をオフにします。 

© BAND / D 巨巳 S スイッチ 

RADIO モード時は AW ヒ PM を爱巧できます。 
CD / MP 3/ US 目/ SD モード時はスーバーバス ( DBBS ) 
«おのオン/オフを巧います。 
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性)イラストと実*の sa おががを干具なる場合がありまず。 





るがるが 


本体 


上面 I 



① CDF ア 

CD を出し入れします， 

③ CD ドア開曲用グリップ 

ここをつまんで CD ドアの巧团を巧います。 

⑤ AUX 入力巧子 

かおな S と接巧して本®おをスピーカーとして巧巧す 
る巧に巧いまず。 

④ ヘッドフォン出力な子 

別売のヘッドフォン•イサフォンを接巧します， 


厂3身面 J 



⑤ スピーカー出力巧子(ちち） 

スピーカーと接巧する留 i 子です。左右をお泛してを病 
してください。 

⑥ FM アンテナ 

FM 巧ををき信しまず。 

な) AC ® 巧コード 
⑥ Aca 巧プラグ 

〕ンセントに差し込みます。 
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(を)イラストと||»の»ちおががを干ちなる«合があります。 





をが名郝 


リモコン 



①巧をボタン 

トラックを号の入力などの巧に巧巧します。 

© PLAY/PAUSE ボタン 

再を/一時停止ずる房に巧います。 

感 STOP/MEDIA SELECT ボタン 

再生中に巧すと曲を巧止します。 JS 巧し(巧2巧面)する 
ことにより、メディアのち巧を巧えます。 

® F 0 し D 巨 R / SKiP 牛10 ポタン 

再生曲の還巧をずる巧には、挥すごとに10巧後:の巧に 
進みます。フォルダのあるメディアでの巧を中は、長巧 
し(め2巧巧)することにより、巧のフォルダの1番目の巧 
に進みます。 


( DPROGRAM/PLAY MODE ボタン 

きを中に巧ずとリピート (» りをしち生)の覆煩を这巧 
できます。巧止中はブログラム香を用のポタンになりま 
ず。胃は1 8 P をご K くだミい。 

⑥ NEXT ボタン 

再を曲の a 巧をする巧に巧います。押すごとに1曲後の 
巧に進みます。 

な) BACK ボタン 

房をおのち巧をするおに巧いまず。巧すごとに1曲巧の 
巧に戻ります， 
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(^)イラストと実*の吳 S 枚けがをモ異なる場合がおります。 










y モ 3 ンの準備 


A を意 


■ リモコンに巧用している電おは ^-v 

.巧巧の電池が外は使巧しないこと (\) 

.症性表示を間違えて拝入しないこと 

•充電•加お•分鸦•シヨートしたり、火の中に入れたりしないこと 

•ま 制こ表示されている•■使用推寶期限 J を迪ぎたり、巧い切ったを制ホリモコンに入れたまま 
にした D しないこと 

これらを守らないと、巧もれ、巧裂などにより、やけど•けがの原因となることがあります。もし、巧 
が皮*や巧療についたときは、すぐにきれいな水で洗い流しください。あが目に入ったときは、すぐ 
にきれいな水で洗い、医師の治療をうけてください。器具に付着した場合は、祗〔直接触れないで 
拭き巧ってください。 


こ購入時は付属の里おがおらかじめセツトされていまず。 
おみシートを弓 I きをいてからこ使用ください。 


電池を交をずる 


リモコンの巧用方ま 


①リモコンの裏面におる S ホケースの左俩のロック リモコ：■受ホ部 

を巧に巧し、スライドさせてケースを巧り出しまず。 



②をしい S お(タイプ CR 2025) を、+在を上に向け 
て電ホケースにセットしまず。 f 

/-^ © 


□ 



な)電池ケースを斤に夏しまず。 


□ 


•リモコンをブしーヤー本巧のリモコン受光部に向け 
て、ボタンを巧しまず。 

《リモコン受光部に、太巧がやま化ななど挂ぃ化があ 
たると、リモコンが巧作しないことがあります。 




I g おについて 

♦リモコンが巧巧しなかったり、到まを巧が话くなった 
ときは、巧しい S おと交おしてください。 


■ リモコンについて 

としたり、®»をちえたりしないでください。 
♦苗愛•高あになる場所に置かないでくださし、。 
♦分おしないでください。 
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スピーカーの準備 


本 S 品にはスピーカーカ;2つ付 R していまず。 

付) S のスビーカーは2つとも同じ*遣です。左ちのどちらにでも設匿すること力;できます。 

本体と スピーカーのを 続 

>本体の背面にあるスビーカー出力お子にスピーカープラグをそれそれ接抚します。接病巧の端子が左右どちら 
のものかご巧記の上、を*してくださし、 

■ネ化とスピーカーを接おする場合は、必ず*巧ケーブルををいて力、らおこなってくださし、。 

凌左ちのスピーカーはなるべく巧して設置したほラがよりな果的です。 


L 祂 ） 



■ スピーカーは固い台の上に水平に黄置してください。 
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電源を入れる 


空源プラグをコンセントに接続ずる 

參本巧の FUNCTION スイッチが OFF の位匿になっていることを巧夏してから、 ACB 巧プラグを家庭田の更巧コン 
セントにをあしてください。 


A 養吿 


• AC * 巧ブラブはま底巧巧流 100 V のコンセントに接ちしてください。 
巧ホ100 V がかを巧田ずると、义巧•お B の原因となります。 


〇 

A 示 



FUNCTION スイッチで巧源を入れる 

♦本巧の B 原を入れるには、 FUNCTION スイッチをスライドさせまず。 FUNCTION スイッチでは巧巧を入れるとと 
もに 「 AUX 入カモード J fRAD のモード J で D / MP 3/ US 目/ SD モード J の3つのモードの切きえができます e ま 
た、で FFj に合わせると本体の電巧が巧られまず。 


じ正面] 



FUNCTION スイッチ 
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音楽を巧く 


CD または MP 3 CD のディスクを再生ずる 

① FUNCTION スイッチを CD / MP 3/ USB / SD モードに入れ、巧おを ON にします。 

② CD ドアを開き、ラベル面を上にして CD をセットしまず。ドアを扭めてください。 

③ 読み込みが按わると自動的に1曲目から再生を開おします。 LED ディスプレイに現在のトラックま 
号が表示されまず。 

♦MP3 CD にフォルブ【サブディレクトリ）がある SI 合丄 ED ディスプレイではせのトラックまちとフォルダま号の 
表示を5かちに巧互に保りをします。 

XMP3 CD でトラック巧がをい巧合、読み込み(再を）田おまで時巧がかかることがちります。こ了まください。 

XCD で音楽を再生している田に CD ドアを巧けないでください。かず STOP/MEDIA SELECT ポタンで再をを 
止め、 CD の回ちが止まってから巧けてください。 


USB イモリまたは SD 力ードの MP 3 ファイルを再をずる 

① FUNCT に N スイッチを CD / MP 3/ USB/SD モードに入れ、巧源を ON にします。 

② MP 3 ファイルを保存した US 己メモリあるいは SD 力ードのどちらかを、それぞれのお子 (US 己メモ 
リなら USB ポート、 SD 力ードなら力ードスロット)に差し込んでください。 

感 STOP/MEDIA SELECT ボタンを長巧し(約2秒励してください。押す毎に LED ディスプレイ 
の表示がが下のように入れ替わります。お使いになりたいメディアのところで止めてください。 

! CD け USB )—-T SD I 


④ W 楽ファイルの保ファイル巧力、’表示されたあと、音楽の再生力、’始ま D ます。 




■再生中に USB メモリや SD 力ードを本をから巧り外さないでください。 FUNCTION スイッチをラジオなど別のモードにず 
るか、をるいは OFF にしてから、メモリや力ードの巧り外しを巧ってください。 

■ USB 接巧が巧族な MP 3 ブレーヤーと接巧し奇生することが巧巧ですが、 一 S の機 g は巧をできない場合がありまず。 
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音楽を巧く 


CD / MP 3/ USB/SD モード共通の基本揉作 

•巧を 

本なまたはリモコンの PLAY/PAUSE ポタンを押すとち生が始まります。 

•一時巧止 

再を中に本体またはリモコンの PLAY/PAUSE ポタンを押すと一時各止しまず。同じボタンを巧ずと、巧きか 
ら离生しまず。 

•巧止 

本待:またはリモコンの STOP/MEDIA SELECT ボタンを押すと巧止します。 

♦化のトラックへスキップ 

ネ巧またはリモコンの BACK ポタンを巧ずと再生中の曲の最初に、巧けてもう一を巧ずと 1 つ前の曲に戻りま 
す。 N 巨 XT ボタンを巧すと次の曲に進みまず。 F0LDER/SK1P 牛 10 ポタンを巧すと、 10 曲後の曲にスキップ 
しまず。 

MP3 CD や USB 乂モリや SD 力ードにフォルダがある巧合肤 FOLDER/SKIP +10 ポタンを畏巧し(巧 2 が 
節ずることにより夕のフォルダの曼巧の曲にスキップします。 

リモコンの巧きボタンでトラックをちを直ち透巧ずることもできまず。 

•音量 

VOLUME つまみで誤整してください。 


♦リビート (度り 巧し)巧を 

营ま再を中に本な:またはリモコンの PROGRANVPLAY MODE ポタンを巧ずと、リピート巧解を巧巧する 
ことカタできまず。ボタンを巧すごとにが下の隹能が入れきわりまず。 


LED デイスブレイ 

y ビート内容 

ミ どみ •く。*) 

現を再生中の曲を 1 曲のみ*！ 口运しちをします。 


現在再生中の巧が入ったフォルダの中の曲を巧りおしちをします(フォルダのある 
MP3 CD または US 目イモリ、 SD カードのち生中のみ)。※ 

口 

全ての曲を篇りおし再生します。 

RAND 

全ての巧をランダム(巧不励に再をします。 X 


ぶプログラム巧生中(一 P .18) は巧きません • 


NEXT ボタン- 
PLAY/PAUSE ボタン- 

A 一 、. 


リモコン 


SACK ポタン 

PR0GLAM/PUVY MODE ポタン ロたし 
STOP/MEDIA SELECT ポタン 損 : 云 " 
FOLDER/SKIP +10 ポタン | 

VOLUME つまみ一 IL 




巧をポタン 

FOLDER/SKIP +10ポタン 
PROGRAM/PU\Y MODE ポタン 
NEXT ポタン 
BACK ボタン 

STOP/MEDIA SELECT ボタン 
PLAY/PAUSE ボタン 
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音楽を巧く 


プログラム再生 

♦最大20曲までのきまを好きな*番で再生することができます。 CD 、 CD - R / RW 、 US 目メモリ、 SD 力ードいずれ 
の場含も利用できまず。 


①プログラム再生を始める前は必ず本体またはリモコンの STOP/MEDIA SELECT ポタンを押し 
てください。 

(2) 本がまたはリモコンの PROGRAM/PLAY MOD 巨ポタンを巧しまず。ディスプレイに 「 Pj のアイ 
コンが表示され、現在がブログラム再生のメモリーなをの1番目であることを示すために、数字 
ディスプレイ部分がで01 J という表示になります。 

⑤本がまたはリモコンの巨 ACK ポタンまたは NEXT ポタンを巧して、六モリーのを巧に入れたい曲 
を選んでください。 

@本体またはリモコンの PROGRAM/PLAY MOD 巨ボタンを巧ずと進が力す確定し、次のイモリの 
き号 ( P 02) を表示します。 

⑤上記の③と®のき厢をおりちし、2曲目が降の巧を送巧していきまず。 

$5^曲る巧の巧は PROGRAM/PLAY MODE ポタンを押すのををれないでください。 

※プログラムモードで曲が保をされている巧おの田はで J アイコンカ《表示されています。 

感本がまたはリモコンの PLAY / PAUSE ポタンを押すと、プログラムされた順番で再生が始まりま 
ず。 


※本がまたはリモコンの NEXT ボタンまたは BACK ポタンを巧ずと、保存まれた根をのやで次の苗に進んだり 
巧のをに房ったりずることができます。 

♦巧をまれたブログラムをクリアーするには、本がまたはリモコンの ST0P/M 巨 DiA SE し ECT ボタンを押ずか、 
または FUNCTION スイツチで巧おを OFF にしてください。 


NEXT ポタン 
PLAY/PAUSE ポタン 
己 ACK ホ‘タン 


dA じ氏巧タン 

PROGRAM/PLAY MODE ボタン 
STOP/MEDIA SELECT ポタン 
FUNCTION スィッチ 



• PROGRAM が LAY MODE ポタン 
- NEXT ポタン 
- BACK ポタン 

- STOP/MEDIA SELECT ボタン 
- PLAY/PAUSE ポタン 
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音楽を巧 < 


スーパーバス ( D 目 BS ) 巧路 


♦ロックやジャズ音楽などの值音を楽しむのに*るな、スーバーバスブースターを內良しています。このな能を巧 
いたいとき肤再生中に目 AND / D 巨 BS スイッチを ON にしてくだまい。 

この巧能力 《 ON になっている時は D 目目 S LED ライトが点巧します。 


X このな胤ま CD / MP 3/ USB / SD モード時のみち巧でず。 


正面 


DBBS LED ラ仆 




AM / FM ラジオを巧く _ 

① FUNCTION スイッチを RADIO モードに入れ、を原を ON にしまず。 

② BAND/DBBS スイッチを希望のバンド (AM ミ村ま FM ) に設定してください。 

⑤ LED ディスプレイの表示を確設しながら、 TUNING つまみを回して周波をを合わせてくださし、。 
感 VOLUME つまみで音まを調節してください。 

XFM ラジオの受盾がおをまくするためには、 FM アンテナワイヤを完全ににげ、位 S を勇ちしてください。 

XAM ラジオの受信巧腹をさくずるためには、本体を回ちするか、または 設置 位■を巧えてくださし、。 



VOLUME つまみ TUNING つまみ 
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AUX 入カモード 


鲁本裝品は、 CD 、 M 日、 DVD プレイヤーなどのか舒巧 S の音亩を入力する AUX 入力瑞子を落載しています 。 AUX 
入力瑞子から入力された音声を、本 S 品から出力することができまず。 


■接爲ずる前に 

•接病および接病をみず際は、みず本お品と外®巧おの電巧をオフにしてください。接巧の热主、 S おフラグ 
をコンセントカ、ら巧いて巧なってください。 

• 接病する谋巧の巧役說巧書をよくお読みになり.記巧におって接境してください。 

•接揚した外部巧器によっては突が大きな音が出る可お巧が友ります。かず本裝品の音量を*ルにしてか 
ら S 巧を入れてください。 


背面 



<みが宙挂> 

音巧出力ち子へを巧 


°? tin 


① 本製品と外部捜器を、別売の才ーディオケーカレで接続します。 

② プしーヤーの音 a をを/ J 、 にして力、ら FUNCTION スイツチを AUX にスライドさせて、巧源を ON に 
します。 L 巨 D ディスプレイにり心_1とま示が出て、 AUX 入カモードであること力{確敦できます。 

這)巧部機器の電源を入れ、再生をしてください。外部機器の取扱いにつしヴは、巧部な器の巧の説 
巧書をご確認ください。 

④ VOLUME つまみでみ部博器の音をの音屋を围節してください。 


20 









お問い合わせの前に 


■お障かな？と思ったら、もう- 

—度点検•確認してみましよう。 

症巧 

処置 

巧巧が入らない 

•電馬プラグがコンセントにしっかり差し込まれているか涅設してください。 

音が出ない 

•ち活プラグがコンセントにしっかり差し么まれているかち設してください。 
•スビーカーが正しくち爲されている力巧霞してください。 

♦音量が*かになっていないか這設してください。 

♦ヘッドフォンを接巧しているとスピーカーカ、ら音が出ません。ヘッドフォン 
が接病されていないか確誌してください。 

ノイズカ《入る 

参テレビなどの S いな気を巧びたもののお*を受けている巧能巧力{ありま 
す。テレビと本里品を巧して設 a してください。 

音が飛ぶ 

参本お品にあ拓力伽わった0、ディスクに大きなホがあったり巧れていた口 
するとさ巧びすること力;あります。 

再をされない馆ま CD ) 

♦ディスクの裏まが正しくセットされているか隹設してください。 

♦ディスクがひど < 巧れていたり巧*していなしけ'してくだまい。 

♦本ち品に巧巧しているディスクか確設してください。 

巧をされないに D - R / RW ) 

•ディスクの«まが正しくセットされている々巧致してください。 
•ディスクがひどく巧れていたり損巧していない占'?^^してください。 

♦ E 録方まが CD * DA フォーマットであるか巧昆してください。 

♦音楽用ディスクに音ま巧 CD - R / RW 再を巧ななおで再生できるよラに記 
録西巧したものゥ巧をしてください， 

♦本竖品に巧巧しているディスクカぶをしてくだまい。 

再生されない ( USB ) 

•USB メモリが正しくを持されている力' as してください。 

• MP 3 ファイルなかの音まファイルは再生できません。 

♦ファイルにお蛋子がついていないと再生できません。ファイルにむお子を 
つけてくだまい。 

♦音楽ファイルカ巧しくなをされているかご活をください。 

再生されない ( SD ) 

• SD 力ードが正しく巧入されている力雁該してください。 

• MP 3 ファイルなかの宮まファイルは再生できません。 

•ファイルにむ爱モカ《ついていないとちをできません。ファイルにお張子を 
つけてください。 

♦营楽ファイルが正しく保をされているかこ窗誌ください。 

再をされるまでに時巧がかかる 

♦巧巧が多いと読み込みに時巧がかかることがありまず。 

• MP 3 ファイルは音ま CD にはべて読み这みに時间力巧、かりまず。 
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お問い合わせの前に 



症が 

巧 置 

FM / AM ラジオが巧けない 
または、ノイズが多い 

•アンテナの位 g を巧文てみてください。 

♦コンクリートの董等で«巧が运巧されているとをさぞ受信しにくくなりぎす。 
•近くに自 B 車がをっていたり、巧巧«が巧んでいると错客が入ることがあ 
ります。 

•テレビやパソコンから巧してください。 

リモコンが働かない 

♦電おの巧を(十/-)がま 巧 通 0 正しく入っている力巧記してください。 
••■おを巧しいちのと 巧を してみてください。 

•リモコンと本がの度巧がをずぎていないか巧夏してくださし、。 

•リモコンと本体の M に陣害巧がちるとリモコンの信号がぶ巧に届かない 
こと力 < ちります。 

♦本巧のリモコンのリモコン受光部にきい巧等が当たっていないか®該し 
てくだまい。 

み部なおの育が出ない 

•外都巧巧とネながケーブルで正しく凑巧されているか巧誌してください。 
•外部«苦の*涼が入っているか廷記してください. 

一 r 音が出ない J のち目を爹巧してください。 

正しく巧作しない 

•脖 S ミやノイスなどのお«により、本お品が動作しなくなる可能性があり 
ます。 FUNCTION スイッチをスライドさせて、電巧の ON/OFF をしてみて 
ください， 

•巧巧フラグを巧いてもラー度差し込み直してみてくだまい。 

トラックが頓を通り再をしない 

•リピート再生、ランダム再生などの設定がされている巧能巧があります。 
設をの S おをしてください。 
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仕様 


再を巧おゾディア 

CD、CD-R/RW*i、SD メモリーカード、 SDHC メモリーカード、 
miniSD 力ードヴダプタ必要)、 USB 乂モリ 

CD 

再生フォーマット CD-DA, MP3 

ビ外し _ K32kbps 〜 320kbps 

MP3 再生 - 

サンプリングレート: 32〜 48KHZ 

SD/MMC/USB 

再生フォーマット MP3 

ビットレート: 32kbps 〜 320kbps 

MP3 再生 - 

サンプリングしート： 32~48KHz 

SD/MMC 巧巧容量 

1 28M 己 / 256M 己 / 512MB / 1GB / 2GB 

ラジオを信方ま 

アナログチューニング方式ヴナログ爱局/デジタル表示） 

ラジオ受信面弦巧串 

AM： 522〜1 629KHZ.FM： 76.0〜108.0 MHz 

ディスフレイ 

TN タイプ 

巧巧 

AC 100 V、 50Hz 〜 60Hz 

消 JS 亞力 

15W 

実巧ち大出力 

2.4W(1.2W+1.2W) 

入力扭子 

AUX 入力端子 

ポー{-/スロット 

US 己ポ ー ト、 SD/MMC カードスロット 

出力巧子 

へッドフォン哉子、スピーカー端子 

本み寸巧 

僖151 mm X 窝さ11 1.5mm x ち巧189.5 mm 

本巧重置 

約 1.34Kg 

スビーカー寸ま 

盾另 5mm X髙さ151 mm x 舆行 92mm 

スビーカー重量 

巧0.32 Kg x2 


がファイナライス巧みの CD-R/RW は巧をできますが、ち巧するディスクの持を、巧れ>«、または記巧がおや記巧巧巧、 IB かノフト 
などの特をなどにより、ちをできない場合がお0ます • 

《本お互には SD タモリーカード、 min 旧 D 力ード、 miniSD 力ード巧をあアダプタ、 USB 乂モリは巧*しておりません。 

X 本 R 坦はコピーコントロール CD などの巧巧ディスクのちをは保なしません。 

♦巧樣について 

お*のシステムる、»苗名およびをれるはる巧発乂一力一の巧 g またはち巧巧巧でず。 
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アフターサービス 


◎巧証 II の記入寒項 

本製品のパッケージには、保証書が同描されております。保証書は巧発行いたしませんので大切 
に保管してください。巧証書には巧証規定が記®されていますのでよくお読みください。 

©修理をこ巧巧の前に 

本取扱説巧書の「お問い合わせの前に J をよくお読みいただき、それでも辑決しない場合には下記 
までご相談ください。 

〇本裝品に関するお問い合わせ、およぴサポート、サービスについては日本国内巧定ヒさせていただ 
ぎます》 


r 

\ 

巧式会社才ークセールサポートセンター 

製品に関する 

包 03-5614-4900 

お問い合わせ 

受付時間 1 0:00 〜 17:00 化、曰、巧な曰および当社おまか 榮 曰をおく） 

E-mail : in 干 o@aucsale.co.jp 

ホー ムぺージアドしス http://www.aucsale.co.jp/ 

ノ 



サポートセンターからのお巧い 

〇通語中の巧合、しばらく経ってからお力、け直しいただけますよう、お巧い申し上げます。 

〇年末年始などのサポートセンター休業曰には、おをさまへのご対応ができない巧合力でさしほず。 


く商ち!について> 

記おのシステムる、展品名および会社るはる開をメーカーの商標またはき録商標です。 


記*の外ちおよび仕巧は把良のため予告なく巧更ずることがあ口まず。 

X本•巧容を無巧で在写、転 K しないでください。 

※本書内容については、巧巧予告なしにま更される巧合*<ぁります。 

※本書の記巧の誤りなどについての補«はごを巧くだまい。 

※当社では巧に S 品の巧善をけなっており、おさ巧のお胃上げ時巧によっては、同 一S 品の中にも多み差が生じる 
巧合がありますが、ご了ホください。 


Auc^le 


瓶ちお 

巧ま会社才ークセール 

干 103-0014 ま京!?や巧区日本慢巧菌町 1-39-5 水天言化辰ビル 9 F 









本書の巧容を無巧でおおや巧写をしないでください。 

尝れでは*に S 品の品 S のな善を巧っており、おぎなのご 巧 入時期によりましては同一爱品の中にも多かの差が 
あるものがございます力で了をください。 

本»の内容につきましては、巧*予含なしにを更ずることがちりまず。 



